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１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

現在の高齢化率は県平均と同レベルであるが、今後は高齢者数が増え

る見込みであり、低栄養予防・重症化予防に向けた食支援体制の充実が

必要である。 

当所では平成 25 年度より栄養管理連携パス構築に取組み、医療・介

護の連携における栄養情報連携をすすめ、また平成 30 年度から２年間、

高齢者やその支援者、介護専門職等を対象に食支援の必要性及びその方

法について啓発を行った。 

新型コロナウイルス感染症の流行により、外出自粛による筋力低下、

買い物機会の減少による食材を選ぶ力や料理する気力の低下、食事内容

の偏り、共食の機会の減少、「食べる楽しみ」の減少等、高齢者が低栄

養に陥る要因が増えたものと思われ、「新しい生活様式」を踏まえた食

支援の方針変更が必要となっている。 

今年度の 

推進方策 

高齢者の栄養・食生活支援 

～新しい生活様式で取り組む低栄養予防～ 

・新型コロナウイルス感染予防のための「新しい生活様式」を踏まえた 

高齢者の食支援の検討 

・元気なうちから、本人・家族ともに「しっかり食べること」を意識

し、習慣付けるための支援 

成 果 

地域でのフレイル予防の主な担い手としての役割が期待されている

地域活動栄養士の意識及び技術の向上が図られた。 

「新しい生活様式」や高齢者の生活機能、生活環境を踏まえた「望 

ましい食事内容」を啓発するための媒体を作成することができた。 

今後の 

方向性 

・高齢者の食に関わる関係者との連携強化。 

・管内市町における介護と保健の一体化の推進支援。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和３年２月２２日（月）10：30～11：30 

参 集 者 
（団体数 

 及び人数） 
伊丹市地域活動栄養士協議会 10名 

協議内容 作成媒体及び今後の活用検討 

今後の 

方策 
高齢者の食に関わる関係者との連携強化 

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ 在宅高齢者の栄養・食支援 

対象及び 

参加者数 

①地域活動栄養士協議会 10人 

②地域活動栄養士協議会 11人 

③管内市町介護保険担当課・健康増進担当課・地域活動栄養士協議会 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営ｽﾀｯﾌ 

令和２年 

７月13日（月） 

10:30～11:30 

新しい生活様式を踏まえた高齢者の食

生活支援に向けた意見交換 
健康福祉事務所 

令和２年 

10月12日（月）

10:30～11：30 

在宅高齢者向け献立例の検討 健康福祉事務所 

令和３年 

３月 

「“食”でフレイル予防リーフレット」

の作成・配付 
健康福祉事務所 

成 果 

【成果】 

「新しい生活様式」や高齢者の生活機能、生活環境を踏まえた「望 

ましい食事内容」の検討を通じて、参加者は高齢者の食の実態や地域 

の食環境・社会資源等を共有することができた。地域でのフレイル予

防の主な担い手としての役割が期待されている地域活動栄養士の意識及

び技術の向上が図られた。 

今後の課題 作成媒体の周知、通いの場等における活用促進 

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。 
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元気なうちから高齢者本人・家族ともに

「しっかり食べること」を意識し、習慣づける

課題

「新しい生活様式」にも配慮した

啓発媒体を作成
取組み

～その１～ とにかく「毎日の食事を大切にしよう！」

と伝えるためのリーフレット

外出自粛で
筋力低下→食欲減退の
連鎖が心配。

動画もいいけど、
手に取れる紙媒体が
いいよね。

チルド惣菜や冷凍食品は
種類が多くて簡単で、
高齢者にぴったり！

調理できる人がいない
世帯も多いよね。
どうアドバイスしたら
いいかな？

作成協力：伊丹市地域活動栄養士協議会

食事内容を簡単に
チェックできる方法が
あればいいな。



～その２～ とにかく「買い物ついでに外出しよう！」

と伝えるためのリーフレット

～その３～「その人の生活環境に合わせた食事のヒント」

を伝えるためのリーフレット

・減塩が必要な人

・通販を利用して食材を購入している人

・自分では料理をしない人


